2013/04/17
第１回　名前はまだない班MTG
メンバー：功刀、金子、小島、望月、宮下、久保
文責：望月
■流れの確認
＊GPについて１２期に説明
＊コジがいない日：5/27~6/15
＊進め方について
・テーマの中の問題点をあげていく
・目標を決めてからはじめる！
・仮説この日までに立てる！＝５/２２(水曜日)
＊レジュメの書き方確認
→名前・日付・参考文献は絶対！
■今日の目標
１．名前を決める
２．テーマを絞る
1． 決定！
チーム名：ガラガラもくもく（通称：がらもく）
２．
＊各自選んできたテーマ発表
宮下：秋入学
予備校で働いていて受験や入試に興味を持った
⇒東大の秋入学検討をうけてテーマを選定。
　大学の諸問題の中でも実現に迫った問題。
立場　YESともNOともいえない。
　　　日本の大学はガラパゴス的。海外にも目を向けるべきなのはたしか。
　　　しかし、秋入学によるギャップイヤーは「教育機関としての大学」にメリットをもたらすか？
　　　大学だけが海外に対応しても…。
・先行研究はある
　みんなの意見　先行研究はあったけど、同じような観点のもののみ。そこからどう膨らませていくのが困難だった。
　　　　　　　　ちなみに春開始は日本含め３か国。
　　　　　　　　あたらしい話題なので、研究中に話が進んでしまう場合も。
　　　　　　　　海外でのギャップイヤーへの評価はそこまで高くない？
小島：部活動における教師の役割
部活での顧問の負担は大きいという現実。
「授業準備でも忙しいのに、顧問を務める体制は整っているのか？」という疑問から。
ハードスケジュール、低い部活動手当、不十分な技術的支援…。
⇒海外ではシーズンごとに違う部活に入ったり、学校外で活動したりしている。
教員へのアンケートでも「一週間の中で休める日がないという声」
立場
　部活動の起源は？目的は？
　顧問の役割は？役割の変化は？
　他校とも差別化に部活が関わってくることで、顧問へのプレッシャーも増加している？
みんなの意見
　躾とか人間関係とかを部活に求めるのは極めて日本的な文化で興味深い。
　桜ノ宮高校の事件とも絡んでくる？
　「部活自体」を教育学的に考察しても面白そう。
金子：教育委員会制度
教育実行再生会議でも扱われているタイムリーなテーマ。
母親の「教育委員会は機能していない」という意見を受けて興味を持った。
橋本は今教育員会を廃止しようとしている←これも急進的すぎ？
実際、どうすべきか。今一度教育委員会について最高すべき。
⇒やりつくされてるテーマでもあるから、新たな切り口で見る必要がある
みんなの意見
　意外とみんなわかってないテーマだったりするから、調べるだけでも有意義かも。
久保：宗教教育
オウム真理教への興味。（高学歴多いのになんで？）
⇒宗教教育がされていないから？
　宗教教育にも様々な種類（ex.歴史宗教教育）
　→日本では宗教がどのように教えられるべきか定義されていない。
　　ドイツが宗教必修化されてる。イギリスも宗教母体の学校で学ぶ生徒増加（多宗教への理解）
懸念　オウムなどの宗教とキリストなどの宗教は違う？分離難しいかも
　　　
みんなの意見　
　世界の様々な理念の根底にある宗教は、扱う意義ある！
　教育ではタブー視されがちだけど。
久保：シティズンシップ教育
投票率低下などの身近な問題の根源であるから。
これから教育する必要あり。
望月：キャリア教育
就活を通して必要性を感じた。
みんなの意見　
学校でやる必要性は？
職業教育＝実践的なものをやるのか？労働法とか法的なことをやるのか？
産学官連携とか。
　海外だからといって目的もってるか微妙
功刀：教育におけるICTの活用
Mami think費用・意識の問題などが障害となり導入進まない？
→ガイドラインなども出ていて、阿部さんもICT化を推し進めようとしている
　文科省も様々な取り組み。
　定義づけや法整備もなされてきている。
　⇒取り組み結構あるのにあまり広まってない
先行研究も多数→シンガポールですごく取り入れられているらしい。
みんなの意見 
通知表とか連絡帳とかと絡めたら面白そう。
　授業の中だけでなく、業務の中でも取り入れていける？
　やりたいのは教科教育の方。
　「情報化社会にはICT能力が必要」BY文科省
＊テーマ決め（二つにしぼる！）
→部活における顧問の役割＆宗教教育
二手に分かれて各概要を調査！
調べる内容（H.W）
　・先行研究←論文で論じられている問題点と、それに対する自分の意見！
　→ひとり２個～∞
　・その中で出てきた政策も見て、できれば実践例も。
これらをレジュメにまとめてくる！（日付、氏名、参考文献忘れずに）
　・割り振り
　　チーム部活…みしお、こじ、くぬぎーにょ
　　チーム宗教…こんこん、ちーちゃん、もち
＊次回予定
各テーマに関して調査内容を発表
→どのように進められるか予測をし、どちらかに絞る！
